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2024（令和6）年度神奈川県立保健福祉大学大学院 

保健福祉学研究科保健福祉学専攻博士前期課程 入学試験 

 

筆 記 試 験 

問 題 用 紙 

 

 

① 指示があるまでは中を見てはいけません。 

② 解答はすべて解答用紙に記入してください。 

③ 解答用紙の各ページに、志望領域、受験番号、氏名、解答する

問題番号を必ず記入してください。 

④ 解答は問題番号ごとに別々の解答用紙に記入してください。 

 
 

 

【看護領域】 
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【看護領域】 
一般選抜の受験者は、問題（看－１）、問題（看－２）及び問題（看－４）に解答しなさい。 

社会人特別選抜の受験者は、問題（看－１）、問題（看－２）及び問題（看－３）に解答しな

さい。 

 

 

 

問題（看－１） ＜専門＞  受験者全員が解答しなさい。 
次の（１）～（６）の中から、自分の志望する専門分野の問題を１つ選んで解答しなさい。 
※ 解答にあたっては、それぞれの問題番号（例：（１））を明記すること。 

 

 

（１）＜看護管理学＞ 
   近年、病院や地域医療において、医療の質の向上や効率的な医療サービスの提供を目的

として、チーム医療や多職種連携が推進されている。看護職が中心となり多職種で構成さ

れるチームをマネジメントする場合に重要と考えられることを２つあげて、その理由を述

べなさい。 
 
 
（２）＜看護教育学＞ 

看護職には多職種と役割分担・連携して業務を遂行する能力が求められる。看護基礎教

育において多職種と協働する能力を育成するために、どのような教育内容や教育方法を組

み入れる必要があるかについて、あなたの考えを述べなさい。 
 
 
（３）＜基礎看護学＞ 

ドロセア E. オレムは、セルフケアという概念について「自分自身のために」と「自分

で行う」という二重の意味を持つとし、「セルフケアとは、個人が生命、健康、および安寧

を維持するために自分自身で開始し、遂行する諸活動の実践である。」と述べている。この

文章を参考にして、あなたはセルフケアの支援をどのように考えるか、具体例をあげて述

べなさい。 
 

出典：ドロセア Ｅ. オレム著，小野寺杜紀訳（2005）.オレム看護論 看護実践における 

基本概念 第4版，医学書院,p.42． 
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（４）＜がん看護CNS＞ 

あなたのがん患者に対する看護実践を振り返り、治療方針や療養場所を変更する際に、

意思決定が困難であった患者や家族に行った援助を１つ取り上げ、行った理由と共に説明

しなさい。  

さらに、その経験を踏まえて考えた、がん患者の意志決定支援における看護師の役割に

ついて、述べなさい。 

 

 

（５）＜小児看護CNS＞ 
先天的な疾患を持つ子どもと家族への看護に関する臨床経験を振り返り、倫理的問題が

生じた事例を１つ取り上げ、何が問題であったのかを説明しなさい。その上で、その問題

を解決するために小児看護の立場からどのような支援が可能であるかについて、あなたの

考えを述べなさい。 

 

 

（６）＜助産実践コース＞ 
分娩後の乳汁分泌の仕組みと母乳育児支援について、下記のキーワードを全て用いて 

説明しなさい。 

（キーワード）吸啜、オートクリンコントロール、胎盤、プロラクチン、ラッチオン 
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次の文を読み、問題（看－２）、問題（看－３）に解答しなさい。    ＜専門共通＞ 

 
（著作権の関係で、問題文の掲載を省略） 

 
＊インフラ＝インフラストラクチャー．下部構造、生活基盤となる物理的条件 

 
出典：Eric Klinenberg （2018）/藤原朝子訳(2021). 集まる場所が必要だ 孤立を防ぎ、暮らし
を守る「開かれた場」の社会学．英治出版株式会社．pp.12-20．（一部抜粋） 
 
 

問題（看－２）  受験者全員が解答しなさい。 
著者がいうしっかりした社会的インフラとはどのようなことか、100～200 字で説明しなさ 

い（句読点も字数に含む）。 
 

 

問題（看－３）  社会人特別選抜の受験者のみ解答しなさい。 

もしあなたが看護実践場面において社会的インフラを整えるとしたら、どのような取り組み

を考えますか。あなたの考えを800～1,600字で述べなさい（句読点も字数に含む）。 
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問題（看－４） ＜英語＞ 一般選抜の受験者のみ解答しなさい。 

 

以下の英文は、「Evidence-Based Nursing: Translating Research Evidence into Practice」に

関する文章の一部である。英文を読み、（１）（２）に解答しなさい。 

 

（著作権の関係で、問題文の掲載を省略） 
 
出典：Polit, D.F., Beck, C.T. (2021). Nursing Research Generating and Assessing Evidence 
for Nursing Practice 11th Edition (pp.21-22). Philadelphia: Wolters Kluwer. （一部抜粋） 

 

 

（１）下線部①を日本語に訳しなさい。 
 
 
（２）文中において、EBPにおけるclinical expertiseの重要性をどのように説明しているか日

本語で述べなさい。 

 



 
 

 

 

2024（令和６）年度神奈川県立保健福祉大学大学院 

保健福祉学研究科保健福祉学専攻博士前期課程 入学試験 

 

 

筆 記 試 験 

問 題 用 紙 

 

 

① 指示があるまでは中を見てはいけません。 

② 解答はすべて解答用紙に記入してください。 

③ 解答用紙の各ページに、志望領域、受験番号、氏名、解答する 

問題番号を必ず記入してください。  

④ 解答は問題番号ごとに別々の解答用紙に記入してください。 

 
 

 

 

【栄養領域】 
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【栄養領域】  

受験者は全員、問題（栄－１）と問題（栄－２）に解答しなさい。 

 

問題（栄－１） 

次の(１)～(６)から２問選び、解答しなさい。 

 

(１) 厚生労働省が 2022 年 10 月 11 日に公表した「健康日本 21（第二次）最終評価報告書」

において、健康日本 21（第二次）の 53 項目の目標のうち最終評価の結果が「Ｃ 変わら

ない」か「Ｄ 悪化している」であった 18 項目で、栄養や食事に関連するものを３つあ

げなさい。なお、このうち１つ以上は、「Ｄ 悪化している」と判定されたものを含める

ようにしてください。 

 

(２) 脳卒中患者の栄養管理について、急性期・回復期・維持期に分けて述べなさい。さらに、

それを踏まえ、地域連携の現状と課題について述べなさい。 

 

(３) 給食経営管理における損益分岐点分析について、その分析方法がどのような方法である

のか、また、その分析によって何が明らかになるかを述べなさい。 

 

(４) 食物を経口摂取できない場合、栄養管理は経腸栄養か経静脈栄養が選択される。経腸栄

養管理および経静脈栄養管理の両者を比較しながら、それぞれの栄養管理法の長所と短

所について述べなさい。 

 

(５) トランスセオレティカルモデル（行動変容段階モデル）に基づいて、減量を目的とした

栄養教育を行う際、各段階における留意点について、あなたの考えを述べなさい。 

 

(６) スポーツ栄養マネジメントの流れを説明しなさい。また、アスリートにおける栄養管理

の目的について、あなたの考えを述べなさい。 
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問題（栄－２） 

食品たんぱく質の消化に関する下記の英文を読んで、(１)～(５)に解答しなさい。 

 
（著作権の関係で、問題文の掲載を省略） 

 
出典：Mayes, P. A. (1988). Digestion & Absorption. In R. K. Murray, D. K. Granner, P. A. 
Mayes, V. W. Rodwell (Eds.), Harper’s Biochemistry (23th ed.) (pp. 609-621). Norwalk : 
Appleton & Lange 
 
 

(１) { A } には、ある元素記号が入ります。その元素記号を書きなさい。 

 

(２) 下線部に記載された chyme の pH の時系列的変化として、最も適当なものは次のうちど

れか。①～④の選択肢から、一つ選びなさい。 

① pH 値は大きくなる 
② pH 値は小さくなる 
③ pH 値は不変である 
④ pH 値は変化するが、その時々で方向性は異なる 

 

(３) { B } には共通する英単語が入る。その英単語を書きなさい。 

 

(４) ペプチド鎖の末端ではなく内部の塩基性アミノ酸のところで食品由来のタンパク質を分

解するものとして、英文中に記載されている酵素の名称を英語で書き出しなさい。 

 

(５) 英文に記載されている内容の概略を、句読点も含め日本語 800 字以内で述べなさい。 
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保健福祉学研究科保健福祉学専攻博士前期課程 入学試験 

 

 

筆 記 試 験 

問 題 用 紙 

 

 

① 指示があるまでは中を見てはいけません。 

② 解答はすべて解答用紙に記入してください。 

③ 解答用紙の各ページに、志望領域、受験番号、氏名、解答する 

問題番号を必ず記入してください。  

④ 解答は問題番号ごとに別々の解答用紙に記入してください。 

 
 

 

 

【社会福祉領域】 
 
 
 
  



１ 
 

【社会福祉領域】 
一般選抜の受験者は、問題（社－１）から２問を選び解答するとともに、問題（社―２）につ

いて解答しなさい。 
社会人特別選抜受験者は、問題（社－１）から３問を選び、解答しなさい。 
 
 
問題（社－１）  
 
（１） ソーシャルワークにおけるアドボカシーの概念について説明し、その実践のあり方に

ついて述べなさい。 
 

（２） ソーシャルワークにおける傾聴について述べなさい。 
 
（３） 地域包括ケアシステム構築の意義と課題について述べなさい。 

 
（４） 『市町村地域福祉計画』（社会福祉法第 107 条）について、「策定すべき内容」「その他

の行政計画との関係」「地域福祉活動計画との関係」を説明したうえで、策定の意義と

課題を述べなさい。 
 

（５） 公的介護施設の整備や介護従事者の確保等に関して、「地域における医療及び介護の総

合的な確保の促進に関する法律」の第６条に規定する基金（地域医療介護総合確保基

金）が果たすべき役割とその課題を述べなさい。 
 

（６） 障害者権利条約における「合理的配慮」について説明し、その課題を述べなさい。 
 
  



２ 
 

問題（社－２） 
以下の英文を日本語に訳しなさい。 
 

（著作権の関係で、問題文の掲載を省略） 
 
出典： ”5 things you should know about persons with disabilities”, United Nations, 
https://www.un.org/en/desa/5-things-you-should-know-about-persons-disabilities，30 June 
2023. より抜粋 
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筆 記 試 験 

問 題 用 紙 

 

 

① 指示があるまでは中を見てはいけません。 

② 解答はすべて解答用紙に記入してください。 

③ 解答用紙の各ページに、志望領域、受験番号、氏名、解答する 

問題番号を必ず記入してください。  
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【リハビリテーション領域（理学療法学）】 
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【リハビリテーション領域（理学療法学）】  
一般選抜の受験者は、問題（理－１）と問題（理－３）に解答しなさい。 

社会人特別選抜の受験者は、問題（理－２）と問題（理－３）に解答しなさい。 

 
問題（理－１）  

 
以下の（１）（２）（３）（４）のすべての設問に解答しなさい。 

 
（１） 運動失調について説明しなさい。 

 

（２） 運動を処方する際に留意すべきポイントについて説明しなさい。 

 

（３） 急性痛に対するリハビリテーションの目的を２つ述べなさい。 

 

（４） フレイルについて説明し、日本においてフレイルが注目されている理由について述

べなさい。 

 
 
 
 
 

問題（理―２） 

右変形性股関節症で人工骨頭全置換術を施行した 85 歳男性において、術後理学療法初期

評価の方針・留意点を説明し、さらに、実施すべき評価項目、評価尺度について、あなたの

考えを具体的に述べなさい。ただし、年齢を考慮し､運動器以外の諸機能についても合わせ

て論述してください。なお、解答の字数は 800 字以上 1,000 字以内とする（句読点も字数

に含む）。 
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問題（理―３） 

以下の英文は、変形性膝関節症に関する学術論文のイントロダクションである。この英文を

日本語にて 300 字以上 350 字以内で要約しなさい（句読点も字数に含む）。 
 

（著作権の関係で、問題文の掲載を省略） 
 
 

注 1) spatiotemporal：時空間的な  注 2) integrity：完全性 
 
出典：Bilek, F., Deniz, G., Esmez, O., & Belhan, O. (2022). Spatiotemporal parameters 
of the operated and non-operated knees before and after unilateral total knee 
arthroplasty. Gait & Posture, 91, 192–197.より一部抜粋 
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筆 記 試 験 

問 題 用 紙 

 

 

① 指示があるまでは中を見てはいけません。 

② 解答はすべて解答用紙に記入してください。 

③ 解答用紙の各ページに、志望領域、受験番号、氏名、解答する 

問題番号を必ず記入してください。  

④ 解答は問題番号ごとに別々の解答用紙に記入してください。 

 
 

 

 

【リハビリテーション領域（作業療法学）】 
 

 

 

 

  



 
 

【リハビリテーション領域（作業療法学）】 
一般選抜の受験者は、問題（作－１）から２問を選び解答するとともに、問題（作－２）に解

答しなさい。 
社会人特別選抜の受験者は、問題（作－１）から３問を選び、解答しなさい。 
 
 
問題（作－１） 
（１） あなたが普段の臨床活動において、最も重視している点について「根拠に基づいた医

療（EBM: Evidence-based Medicine）」の観点から述べなさい。なお、その際、「シス

テマティックレビュー（SR: Systematic Review）」や「ランダム化比較試験（RCT: 
Randomized Controlled Trial）」などの研究結果を踏まえて具体的に説明しなさい。 

 

 

（２） シングルシステムデザイン（シングルケースデザイン）の特徴について、事例報告と

比較して述べなさい。 

 

 

（３） 日本作業療法士協会は、第四次５ヵ年戦略で、「人々の活動・参加を支援し、地域共

生社会の構築に寄与する作業療法」を掲げている。その中で、2023年度の特別重点

項目として、「認知症者に対する訪問作業療法の効果的な展開方法の開発と普及」が

示されている。 

そこで、効果的な展開方法の開発と普及のためには、今後どのような研究を実施すべ

きか、現状と課題を整理しながら、あなたの考えを述べなさい。 

 

 

（４） 脊髄損傷患者は減少傾向にある。その中で、もっとも発症数が多くなっているのが

高齢の頸髄損傷不全麻痺（中心性）である。その主たる原因と作業療法として適切

と考えられる目的と具体的なアプローチを述べなさい。 

 

 

（５） 感覚統合療法において、治療の目標、評価法、介入の原則を述べなさい。 
 

 

（６） 作業；occupationと自己効力感の関係に関して、あなたの考えを述べなさい。 

 

 

（７） 世界的な新型コロナの流行により、日本では、外出自粛要請などの対策が取られ、



 
 

多くの人々の外出頻度が減少した。このような状況において、地域在住高齢者の不

安や生活状況の変化は、身体機能、精神機能への影響が危惧され、重大な社会課題

となると予想される。 

古田らの報告によれば、以下の図表は第 1 次緊急事態宣言後の 2020 年 11月に、A 市

のシルバー人材センターに登録している 1803 名に対して実施した新型コロナ流行に

よる生活状況の変化に関するアンケート調査の結果である。 

この結果から、地域在住高齢者の生活状況にどのような変化が起きたのかを示し、そ

の要因や男女別の比較を考察しなさい。さらに、今後、高齢者の健康増進に向けた、

実施すべき対策を述べなさい。 

 

 

（著作権の関係で、問題文の掲載を省略） 

 

 

出典：古田 栞菜, 佐々木 八千代, 野田 さおり, 白井 みどり. 新型コロナウイルス感染症の

流行による地域在住高齢者の生活状況の変化の実態.日本健康医学会雑誌 31 巻 2 号, 
p235-243,2022. 

 
 
 
問題（作－２） 

以下はある論文の英文 Abstract である。この英文を読んで以下の問いに日本語で答えなさ

い。 
 

（著作権の関係で、問題文の掲載を省略） 
 

 
１）この研究は、何と何の関係を明らかにしようとしたものか説明しなさい。 
２）結果として、どのような関係がわかったのか説明しなさい。 
３）これらから、どのような示唆を得たと述べているか説明しなさい。 
 
出典：田中博史・菊池宏幸・小田切優子・高宮朋子．日本人高齢者の社会参加と身体的虚弱と
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